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安全のために
この製品を設置、使用される前に必ずお読みください。

　お使いになる方や周囲の方々への危害、財産への損害を防ぐため、下記の内容を守ってこの製品を安全にお使いく
ださい。本書はいつでもご覧になれる場所に保存してください。

本書で使用する記号について

本書をすべて読むこと
この製品を設置、使用する前に必ず本書をす
べてよく読み、本書の内容にしたがってくだ
さい。

必ず実行

電源コードや電源アダプターは仕様に適合し
た電源に接続すること
適合しない電源に接続すると、本体の故障、
火災や感電の原因になる場合があります。

必ず実行

確実に接地すること ( アース )
感電を防止するため、確実にアースに接続
してください。必ず実行

水分をかけたり湿気にさらさないこと
この製品の上に花瓶や飲み物など、液体が
入ったものを置かないでください。この製品
を直接水がかかる場所、または湿度の高い場
所に置かないでください。感電や火災、故障
の原因になります。

禁止

電源コードや接続ケーブルは安全に配置する
こと
ケーブルをストーブの近くなど高温になる場
所に設置しないでください。また踏んだり物
に挟んだり、無理な配線を行うと、ケーブル
が損傷して火災の原因になる場合がありま
す。また足など体の一部を引っかけるような
場所に配置しないでください。負傷の原因に
なる場合があります。

必ず実行

 
「必ず守ってください」という強制
を表しています。

 警告　この記号は取扱を誤ると死亡や重傷、火災の
原因になる可能性がある内容に付いています。

 
「絶対にしないでください」という
禁止を表しています。

本体を落下しないこと
本体の故障はもちろん、周囲の方が負傷する
原因になります。禁止

電源コードを濡れた手でさわらないこと
感電の原因になります。

禁止

移動するときはケーブルをすべて抜くこと
電源コードや接続ケーブルを接続したまま本
体を移動しないでください。ケーブルを傷め
たり、周囲の方が転倒する原因になります。

必ず実行

異臭や異常を感じたら修理を依頼すること
正常に機能しない、電源コードやプラグに異
常がある等の場合は、修理をお申し付けくだ
さい。

必ず実行

長時間使用しないときや落雷の危険があると
きは電源プラグを抜くこと
火災や感電、故障の原因になる場合がありま
す。

必ず実行

長時間にわたってヘッドフォンで大きな音量
を聴かないこと
一時的または恒常的な難聴になる場合があり
ます。

禁止

本体内部に液体や物を入れないこと
火災や本体故障の原因になる場合がありま
す。この場合は修理をご依頼ください。禁止
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3 ProFX8v2 • ProFX12v2 • ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2

電源ソケットに手が届くよう設置すること
この製品の背面には電源を遮断する電源ソ
ケットが付いています。この電源ソケットに
簡単に手が届くよう設置してください。

必ず実行

本体の内部や周囲で可燃性ガスのスプレーを
使用しないこと
ガスが滞留して引火による火災などの原因に
なります。

禁止

本体の換気用開口部をふさがないこと
本体内部の温度上昇を防ぐため、この製品の
表面には換気用開口部があります。この開口
部をふさぐと適切に換気ができず、内部の温
度が上昇して故障や火災、誤作動の原因にな
る場合があります。

禁止

製品を分解したり改造しないこと
火災や感電、けが、故障の原因になります。
本体の内部にはお客様が操作する部分はあり
ません。

禁止

 警告　この記号は取扱を誤ると死亡や重傷、火災の
原因になる可能性がある内容に付いています。

電源コードは必ずこの製品に付属のものを使
うこと
適合しないものを使用すると通電中に電源
コードが加熱し、火災の原因になる場合があ
ります。

必ず実行

 注意　この記号は取扱を誤ると負傷、機器の損傷や物的損
害の原因になる可能性がある内容に付いています。

本体は安定した場所に設置すること
本体を不安定な場所に設置すると、落下など
による故障の原因になります。必ず実行

高温になる場所に設置しないこと
直射日光が当たる場所、熱を発するものの近
くに置かないでください。製品の上にろうそ
くなど裸火を置かないでください。

禁止

ファンタム電源は適切に操作すること
ファンタム電源は対応するコンデンサーマ
イクを接続したときだけ供給してください。
ファンタム電源スイッチは接続しているアン
プをミュートしてから操作してください。

必ず実行

本体の上に乗ったり重い物を載せないこと
製品の故障の原因になります。

禁止

ボタンやスイッチ、入出力端子に無理な力を
加えないこと
本体の故障やお使いになる方がけがをする原
因になる場合があります。

禁止

テレビ、ラジオ、携帯電話の近くで使用しな
いこと
この製品またはテレビやラジオなどに雑音が
入る場合があります。

禁止

この製品に付属している電源コードを他の電
気用品に使用しないこと
この製品に付属している電源コードはこの製
品専用のものです。他の電気用品には絶対に
使用しないでください。

禁止
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修理
• 日本仕様のMackie 製品の修理は、音響特機株式会社

または提携サービスセンターで行っています。Mackie
製品の修理やメンテナンスが必要な場合は、次の手順

に従ってください。

• 本書でご紹介しているトラブルシューティングの内容

をチェックして下さい。

• テクニカルサポートに電話、または、support_mack-
ie@otk.co.jpにメールで「メンテナンス申込書」を請

求してください。

• 「メンテナンス申込書」に必要事項をご記入の

上、04-2944-3812へFAXしてください。折り返しRA
番号と送付先のサービスセンターが記載された修理受

付票をFAXで返送いたします。RA 番号はサービスセ

ンターへ送付される前に必ず取得してください。

• オーナーズマニュアルと電源コードは同梱しないでく

ださい。修理には必要がありません。

• 本体を梱包材とともに製品パッケージに入れて、サー

ビスセンターへ送付してください。当社では輸送上の

ダメージを保証することができません。

• 必ず、RA 番号が記載された修理受付票のコピーを同

梱してください。また送り状の通信欄にも、RA 番号

と商品名、製造番号を記載してください。RA 番号の

ない修理品は受付することができません。

• 保証内修理を行う場合には、販売店印とご購入日が明

記された保証書が必要です。くわしくは、次項の保証

規定をご参照ください。

保証
• 本機の保証はご購入後1年間となっております。

• 正常な使用状態で本体に不具合が生じた場合、正規のサ

ービス担当者が無償で修理を行います。ただし、下記の場

合は保証規定から除外されておりますので、あらかじめご

了承ください。

• お客様による輸送、移動中の落下、衝撃など、お客様のお

取り扱いが適正ではなかったために故障が生じた場合

• お客様のご使用上の誤り、不適正な改造、弊社の認可の

ない改造及び修理が行われている場合

• 火災、煙害、ガス害、地震、落雷、風水害などの天変地

異、あるいは異常電圧などの外部要因によって故障が生

じた場合

• 本機に接続している機器及び消耗品に起因する故障、損傷

• 正常な状態でのご使用中でも、自然消耗、摩耗、劣化によ

って故障あるいは損傷が生じた場合

• 日本国外でご使用中の故障、損傷

技術的なご質問・修理窓口

サポートセンター
	  〒359-0023 埼玉県所沢市東所沢2-37-1

   04-2944-3811

   04-2944-3812

   support_mackie@otk.co.jp

営業時間 月曜日～金曜日　9:00～17:30
休業日 土曜日・日曜日・祝日・年末年始・夏期

営業窓口
東京 東京都中央区日本橋小伝馬町10-1
   03-3639-7800 (代表)
   03-3639-7801

大阪 大阪府大阪市淀川区宮原2-14-4 

   06-6152-7751
   06-6152-7752

名古屋 名古屋市東区泉1-23-30
   052-950-3324
   052-950-3325

福岡  福岡市南区大橋4-16-18-201
   092-554-6066
   092-554-6064

営業時間 月曜日～金曜日　9:00～17:30
休業日 土曜日・日曜日・祝日・年末年始・夏期

ご質問は電子メールでも承ります。

   sales_mackie@otk.co.jp
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目次 機能
比類なき音質

• 超低ノイズを実現した新設計Vita™マイクプリアンプを搭載

• 音質が向上したリバーブ、ディレイ、コーラスを含む
ReadyFX™エフェクトエンジン

• シングルノブ チャンネルコンプレッサーを搭載1

妥協のないライブミキシングツールキット
• メイン / ステージモニターチューニングに便利なグラフィックEQ
• 演奏の録音やBGM再生に便利なUSBインターフェー

ス機能搭載2

• 複雑なミキシングにもフレキシブルに対応するサブグループ X 41

• モニターミックスやサイドフィルをドライブするに
は最適なAuxアウト

• ステレオチャンネルを複数装備

• 外部エフェクトやステレオ音源再生デバイスを接続す
るエキストラステレオ / Auxリターン2

• 高ヘッドルームラインインプット

• チャンネルミュート、O/Lインジケーターを各チャンネ
ルに装備2

• アウトボードを接続するインサート端子2

• EQを全チャンネルに装備

• 60mm フェーダー2

• ギター、ベース、その他ハイインピーダンス機器をダ

イレクトに接続可能なHi-Zインプット3

• 全マイクチャンネルに100Hz ローカットフィルターと
48Vファンタム電源を搭載

• インプットレベルコントロール付きステレオ RCA Taple I/O
• 独立したレベルコントロールを装備したヘッドフォンアウト3

• レベルコントロール付きCR / ヘッドフォンアウト1 
• バランス XLR、バランス / アンバランス ¼-インチメイ

ンアウト

• フットスイッチでリモートコントロール可能なFXミュ
ート4 

• 瞬時に全チャンネルをミュートできるBreakスイッチ2

USB レコーディング / プレイバック機能2

• USBインターフェイス内蔵（Mac / PC対応) 
 o  レコーディング用にサブグループ1-2 またはメイ 
　　　L-Rを選択可能1 
 o  メインに送るUSBインプットには独立した入力レ
　　　ベルコントロールを装備2 
 o  EQ やAUX などを使えて便利なステレオチャンネ
　　  ルへのUSB リターン機能1

• ライブ録音や自宅録音に最適

• USB経由で音楽をストリーミング再生

• 音楽制作ソフトウェアTracktion® のライセンスが付属

頑丈で壊れにくいデザイン

• Mackie伝統の“戦車級に頑丈な”デザイン

• 丈夫なスチール製シャーシ

• ABS樹脂製のカバーで側面をしっかり保護

• マルチ電圧対応電源内蔵2

1 ProFX16v2、	ProFX22v2、	ProFX30v2のみ
2 ProFX8v2、	ProFX12v2、	ProFX16v2、	ProFX22v2、	ProFX30v2のみ
3 ProFX8v2、	ProFX12v2のみ
4 ProFX8v2、	ProFX12v2、	ProFX16v2、	ProFX22v2のみ

Like us
Follow us
Watch our dang videos

機能…………………………………………………… 5
はじめに……………………………………………… 6
クイックスタート…………………………………… 6
接続図………………………………………………… 7

1. 電源コネクター / 2. 電源スイッチ ………… 9
3.USB インプット / アウトプット …………… 9
4.Main L/R XLR アウトプット / 5. Mic インプット 10
6.Line / Hi-Z スイッチ  ……………………… 11
7.Line インプット 
8. ステレオラインインプット / 9. インサート 12
“U” like Unity gain …………………………… 13
10. ゲイン / 11.LevelSet LED ……………… 13
12.Low Cut スイッチ ………………………… 13
13.Hi EQ / 14.Mid EQ / 15. Freq …………… 14
16.Mid EQ / 17.Low EQ / 18.Aux Mon …… 14
19.Aux FX / 20. Pan / Bal / 21. OL LED …… 15
22.Mute Switch / 23. アサインスイッチ … 15
24.PFL Solo スイッチ / 25. チャンネルフェーダー 16
26.Compressor ……………………………… 16
27.USB スイッチ …………………………… 17
28. Mon Send ………………………………… 18
29. FX Send …………………………………… 18
30. FX Footswitch …………………………… 18
31. ステレオ (Aux) Return L/R ……………… 18
32. Main Out L/R …………………………… 19
33. CR Out L/R ……………………………… 19
34. Sub Out 1-4 / 35. Phones ……………… 19
36. Tape Inputs / Outputs ………………… 19
37. 48V ファンタム 電源スイッチ ………… 20
38. 電源 LED / 39. Stereo Graphic EQ ……… 20
40. Main Mix / Mon 1 Switch ……………… 20
41. EQ In / Bypass Switch / 42. Main Meters 20
43. Rude Solo LED …………………………… 21
44. Aux Masters / 45. Stereo (Aux) Returns 22
46. 内蔵 FX / 47. プリセットセレクター … 22
48. Preset Display …………………………… 22
49. SIG / OL LED ……………………………… 22
50. Int FX ミュートスイッチと LED ……… 22
51. Mute と OL LED ( ステレオリターン用 ) 23
52. USB インプットレベル / 53.USB Thru … 24 
54. USB Out スイッチ ……………………… 24
55. 2-Track Return Tape / USB スイッチ … 24
56. 2-Track Return レベル / 57. Tape レベル 24
58. Break Switch と LED …………………… 24
59. CR / Phones / 60. Subs アサインスイッチ 25
61. Sub 1-4 Faders …………………………… 25

付録 A： サービスについて ……………………… 26
付録 B： 技術情報 ………………………………… 27
付録 C： エフェクトプリセット一覧表 ………… 39
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クイックスタートはじめに
ProFXv2シリーズは4chから30chの中で用途に応じて選

べる複数のモデルを取り揃えています。

新たに設計されたVita™ マイクプリアンプを搭載し、ノ

イズのない高品位なサウンドを実現。高い音質が要求され

るライブ現場にも対応します。

刷新されたエフェクトエンジンReadyFX™とフローティ

ングポイントDSPにより大幅に音質が向上した16の即戦力

エフェクトを搭載。

グラフィックEQや自由度の高いI/Oルーティング、さら

にライブでの録音/再生に対応する内蔵USBインタフェース

を搭載。ライブに必要なツーツを一式提供します。

頑丈なボディとクラス最高の音質を実現。ProFXv2の本

物のライブミキサーサウンドを体感してください。

このマニュアルの使い方
このあとに続くクイックスタートガイドでは本機を設定

するための手順が説明されています。接続例では典型的な

使用例を紹介し、残りのページで本機の詳しい使い方につ

いてご説明します。

このアイコンはこのミキサーで特に重要、ある

いは独自の情報に付いています。よく読み、覚

えておくと良いでしょう。

このアイコンは機能に関する説明や実用上のヒ

ントに付いています。知っておくと便利な価値

ある情報が記載されています。

このアイコンはProFXv2の機能に関する特筆す

べき事項についています。

その他の注意
• 長時間、大音量で音楽を聞くと難聴の原因となる恐れ

があります。

• 外箱や同梱物は保管してください。将来必要になる場

合があるかもしれません。ペットの遊び道具になって

しまうかもしれませんが、その時は一緒に遊んであげ

てください。

• 保証書は大切に保管してください。

1. チャンネルEQ とPAN ノブ以外のノブをすべて最小の位

置にし、フェーダーをすべて完全に下げてください。

2. 全チャンネルのEQ ノブ、PAN ノブ、グラフィック

EQのスライダーをセンタークリックの位置にしま

す。

3. すべてのボタンを突き出した状態にします。

4. 下記のようなシグナルソースをミキサーに接続しま

す。  
・  マイクをマイク入力に接続し、必要に応じてファ

ンタム電源をオンにします。ファンタム電源が必要か

どうかはマイクの取扱説明書でご確認ください。  
・  キーボード、ドラムマシン、CD プレーヤーなどライ

ンレベルのソースをラインレベルの入力に接続します。

5. ミキサーのメイン出力とパワードスピーカーやアンプ

のラインレベル入力を接続します。

6. ミキサーの電源コードを適切なコンセントに接続し、

ミキサーの電源スイッチをオンにします。

7. パワードスピーカーをオンにします。またはパッシブ

スピーカーとアンプをスピーカーケーブルで接続して

アンプの電源をオンにします。それぞれレベルはメー

カーの推奨値に設定してください。

8. 入力に何かを接続します。楽器、あなたの歌声やしゃ

べり、キーボードやCD プレイヤーなどのラインレベ

ルソース、なんでもかまいません。

9. チャンネルのPFLソロスイッチを押して、メイン

メーターで入力レベルを確認します。[ProFX16v2
、ProFX22v2、ProFX30v2]

10. その入力の音量はふだんのボリューム、またはGAIN
を中程度に設定できるよう調整してください。ヘッド

フォンで聴いているときは、チャンネルフェーダーと

ヘッドフォンレベルをゆっくり上げてください。

11. モノチャンネルのGAIN ノブはマイク入力とライン入

力に作用します。ステレオチャンネルのGAIN はステ

レオライン入力を調整するものです。自由に、しかし

最も音量の高い部分でOL LED が点灯しないよう調整

してください。 
ハイブリッドチャンネルには、モノラルマイク

とステレオライン両方の入力があります。この

ハイブリッドチャンネルのGAIN ノブはマイク

入力のゲインにだけ作用します。

12. スピーカーから音を出すにはチャンネルのL-Rアサイ

ンスイッチ[ProFX16v2、ProFX22v2、ProFX30v2]を
押してフェーダーを"U"(ユニティゲイン）の位置まで

あげます。実際に音を聞きながらメインフェーダーを

ちょうど良い位置までゆっくりあげます。

13. 他のチャンネルでも手順8 から12 をくり返します。
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接続図

ライブサウンドシステム

このダイアグラムでは、ミキサーの最初の5 チャンネルにラムキット用マイクを接続しています。続く5 チャンネルに

はリードボーカルとバックボーカル用のマイクが接続されています。ギターとベースは次の2 チャンネルのラインレベル

入力に、それぞれモノラルのエフェクトプロセッサーを通して接続されています。ステレオテープ入力にはiPod ドッキ

ングステーションが接続されています。

 Mackie のパワードスピーカーSRM450v3 がL とR のメイン出力に接続されています。この他に2 本がステージモニタ

ーとして使われていて、ミキサーのモニター出力からグラフィックイコライザー経由で接続されています。各チャンネル

のAUX モニターコントロールで望み通りにステージモニターミックスを作ることができます。モニタリングにヘッドフ

ォンを、内蔵エフェクトのミュートを自在に操作するためにフットスイッチを、それぞれ使っています。

USB ポートにはラップトップPC が接続されていて、本番の2 チャンネルメインミックスをDAW に録音することがで

きます。またこのPC から2 チャンネルの音声をメインミックスに向けて再生することができます。
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レコーディングシステム

このダイアグラムでは、ベースとエフェクトプロセッサーをチャンネル5 のラインレベル入力に、マイクをチャンネル

6 〜 8 に、ギターアンプモデラーをチャンネル9/10 のラインレベル入力に、キーボードをチャンネル13/14 に、電子ドラ

ムキットをチャンネル15/16 に、それぞれ接続しています。

パフォーマンスを慎重かつ正確にモニターするため、MR8mk3 パワード・リファレンス・モニターがコントロールル

ーム出力のL とR に接続されています。モニターセンド1 にはヘッドフォンアンプを通してヘッドフォンが接続されてい

るので、トラッキングに利用できます。

USB ポートにデスクトップを接続してあるので、DAW に2 チャンネルのメインミックスを録音したり、DAW から2 チ

ャンネルを再生することができます。

POWER

USB

REVISIONSERIAL NUMBER

WARNING: TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR
MOISTURE.  DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE — NE PAS OUVRIR

THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR THE U.S. AND 
ICES-003, FOR CANADA.  OPERATION IS SUBJECT TO THE FOLLOWING TWO 
CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND
(2) THIS DEVICE MUST ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING 
INTERFERENCE THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.
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接続

1.電源コネクター

標準的な3 ピンのIEC 準拠電源コネクターです。付属の

着脱式電源コードをこのソケットに、もう一方の端をAC 
コンセントに差し込んでください。

ProFXv2シリーズはユニバーサルパワーサプライを採用し

ているので、100 VAC から 240 VAC のあらゆるAC電圧に対

応します。電圧を切り替えたり、ステップアップ / ステップ

ダウントランスを用意しなくとも事実上世界中のどこでも正

しく動作します。また、従来のパワーサプライに比べて電圧

のディップやスパイクに対する耐性が高く、電磁波のアイソ

レートやAC 電源ノイズからのプロテクトも良好です。

グランドピンは決して取り外さないでくださ

い。

2.電源スイッチ

このロッカースイッチを上側に押し込むとミキサーに電

源が入ります。適切な電源に接続されていれば、フロント

パネルのPOWER LEDが幸せそうに、少なくともふつうに

は点灯するでしょう。

このスイッチを下側に押すと、ミキサーはスタンバイモ

ードになります。スタンバイモードではミキサーは機能を

停止しますが、いくつかの内部回路は動作しています。電

源を切るには電源の供給を止めるか、ミキサーの電源コー

ドをAC コンセントから抜いてください。

原則として、電源を入れるときは、パワーア

ンプやパワードスピーカーより先にミキサーを

オンにします。電源を切るときはミキサーを最

後にしてください。これで電源をオンオフするときに発生

するノイズがスピーカーから再生されにくくなります。

ProFXv2 ： リアパネルの機能

1 2 4 3

3.USB インプット / アウトプット

ProFXv2ミキサーのUSBポートにコンピューターを接続

して2×2 USBインターフェイスとして使用できます。ミ

キサーでオーディオーディオストリーミング（2ch)を再生

してそれを録音したり、DAW（コンピューター)で再生す

る音をミキサーの出力にルーティングする事ができます。 
[ProFX16v2、ProFX22v2、ProFX30v2].

ProFX8v2とProFX12v2のUSB ReturnはメインL/
Rにのみルーティングできます。レベルはUSBイ
ンプットレベルコントロールで制御します。

USB ルーティングには下記の機能があります：

USB の入力をミキサーに送る − 再生：

(1) ステレオチャンネル15/16 [ProFX16v2]、チャンネル

21/22 [ProFX22v2]、チャンネル29／30 [ProFX30v2]には

USBボタンがあります。このボタンを押すとコンピュータ

ーからの出力（iTunesなど）をミキサーの一番最後のステ

レオチャンネルにルーティングできます。シグナルをEQ
処理して、ころがしモニター、ヘッドフォン、エフェクト

などのAuxにルーティングする事も可能です。他のチャン

ネル同様、アサインスイッチを使ってメインやサブグルー

プに信号をアサインする事も可能です。つまりシグナルを

ルーティングしたいほぼ全てのチャンネルにルーティング

できるということです。コンピューターからミキサーへ入

力される信号はチャンネルストリップ上部にあるゲインノ

ブで調整します。

(2) 2 トラックリターン[ProFX16v2、ProFX22v2
、ProFX30v2]には切替スイッチがあるので、(RCA ピンケ

ーブルで接続されたiPod® など) TAPE ソースまたは( たと

えばWindows Media Player® のファイルなど)パソコンか

らのUSB 信号をメインバスにルーティングすることができ

ます。このセクションにはまた幕間などに音楽を再生する

ための入力レベル調整機能があります。
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ミキサーからのUSB 出力 − 録音など:

USB OUT [ ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2] で
はUSB OUT スイッチで、メインミックス( スイッチが突き

出した状態のとき) とサブグループ1-2 ( スイッチを押した

とき) のどちらを送るか、切り替えることができます。サ

ブグループの場合USB への取り出しポイントはプリフェー

ダーで、信号はチャンネル間のパンの設定を反映してDAW 
に送られます。

つまりサブグループ1 と2 をステレオイメージでドラム

のサブミックスに使っている( たとえばオーバーヘッドと

タムが要望通りにパンニングされている) 場合、( サブグル

ープ1 をL、サブグループ2 をR と想定して) このステレオ

イメージはDAW の入力でも維持されています。本番中に

サブグループのレベルを変更すると、ライブにだけ反映さ

れます。DAW のレコーディングレベルはチャンネルで操

作しない限り、変化しません。

同じようにメインミックスを録音してライブのコピーを

家に持ち帰ることができます。このレベルもプリメインフ

ェーダーです。このためレベルは後で、レコーディングと

ライブの比率に合わせてDAW で上げるまたは下げること

ができます。本番中にフェードインやフェードアウトして

も録音レベルには影響しません。

4.Main L/R XLR アウトプット

このXLR オスコネクターは、ミキサーチェーンの最後

に現れるバランスのラインレベル信号を提供するもので、

フルミックスされたステレオ信号が現実世界に出て行くた

めのものです。メインのパワーアンプ、パワードスピーカ

ー、シリアルプロセッサー（グラフィックEQ、コンプレ

ッサー/ リミッターなど） のLR 入力に接続してください。

XLRインプットコネクターのケーブルの配線はAES 
(Audio Engineering Society) の規格に従って下記のように

ワイヤリングされています。

XLR バランス ワイヤリング:
 1番ピン=シールドまたはグランド 
 2番ピン=陽極(+またはホット) 
 3番ピン=陰極（−またはコールド）

Main L/R XLR アウトはProFX8v2、ProFX12v2 では

リアパネル、 ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2.
ではフロントパネルに配置されています。

XLR アウトは1/4 インチTRS アウトより6dB 出
力レベルが高くなっています。

ProFXv2 : 
フロントパネルの機能
接続 / チャンネルストリップ

縦長のチャンネルストリップはどれも

よく似ていて、違いはほとんどありませ

ん。チャンネルはそれぞれ独立して機能

し、すぐ上の入力に接続された信号をコ

ントロールするだけです。

5. Mic インプット

ProFXv2では全てのマイク入力チャン

ネルに３ピンXLR メスコネクターを採用

しています。１番ピンはグランド（アー

ス)に、２番ピンハハイ(ホットまた

は陽極)に、３番ピンはロー（コー

ルドまたは陰極）にそれぞれ配線

されています。

このXLR メスコネクターで、ほ

とんどあらゆる種類のソースから

バランスのマイクまたはラインレ

ベルの入力を受けることができます。

マイクプリアンプには新たにデザインされた「Vitaプリ

アンプ」を採用し、今日市場に出回っている単体型のマイ

クプリアンプに匹敵する高いフィデリティとヘッドルーム

を実現します。

Mackie では、大型コンソールと同様にファンタム電源

を供給可能なバランスのマイク入力を採用しています。こ

の種の回路はハムやノイズ除去に優れています。この入力

を通すと、業務用のリボン、ダイナミック、コンデンサー

マイクがすばらしいサウンドになるでしょう。どんなマイ

クレベルを放り込んでも、このマイク入力は過負荷にする

ことなく処理します。

XLRインプットコネクターのケーブルの配線はAES 
(Audio Engineering Society) の規格に従って下記のように

ワイヤリングされています。

XLR バランス ワイヤリング:
 1番ピン=シールドまたはグランド 
 2番ピン=陽極(+またはホット) 
 3番ピン=陰極（−またはコールド）)

ProFX8v2 
ProFX12v2

5

6
7

9

10
11

12

2

3 1

シールド

コールド

ホット

シールド

コールド

ホット

3

2

1

2

1

シールド

コールド

ホット

3

シールド

コールド
ホット

3

2

1
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チャンネル 1-2 [ProFX8v2] 

チャンネル 1-4 [ProFX12v2] 

チャンネル 1-8 [ProFX16v2] 

チャンネル 1-14 [ProFX22v2] 

チャンネル 1-22 [ProFX30v2]

チャンネル 3-8 [ProFX8v2] 

チャンネル 5-12 [ProFX12v2] 

チャンネル 9-16 [ProFX16v2] 

チャンネル 15-22 [ProFX22v2] 

チャンネル 23-30 [ProFX30v2]

5

7

9

12

17

18

19

20
21 22

25 23
23
23

24

15
14

16

13
27

10

26
8

Mono Channels Stereo Channels

ファンタム電源

多くの現代的な業務用コンデンサーマイクには、ミキサ

ーから音声を伝送する心線そのものを通じて送られる低電

流の直流電圧、ファンタム電源が必要です（半民生モデル

のコンデンサーマイクでは同じ目的のために電池を使うこ

ともあります）。「ファンタム」（お化け） という名前の

通り、外部電源不要のダイナミックマイク(SHURE SM57 
やSM58など) は見ることもなく、影響を受けることもあり

ません。

ProFXv2ミキサーのファンタム電源は一括制御

されているため、全てのマイクインプットチャ

ンネルで同時にオン／オフされます。

ファンタム電源を供給しているとき、シングル

エンド（アンバランス） のマイクやリボンマイ

クをマイク入力に接続しないでください。安全

であるという確信がない限り、ファンタム電源が供給され

ているマイク入力に楽器の出力を接続しないでください。

6.Line / Hi-Z スイッチ [ProFX8v2 /ProFX12v2]

ギターを直接、DI ボックスを使わずに接続するときは、

このスイッチを押してください。それからギターの出力を

チャンネル1 の1/4 インチTRS 入力 に接続します。この入

力のインピーダンスは直接接続を最適化し、高域をより忠

実に再生します。

このスイッチが突き出した位置のとき、チャンネル1 の
1/4 インチTRS 入力は他のモノラルライン入力 と同じです。

ギターなどの楽器を他のチャンネルに接続するときは、

まず外付けのDI ボックスを使わなければなりません。DI 
ボックスを使わず、このスイッチも押さずに接続すると、

ギターは濁ったサウンドになります。

7.Line インプット  
Hi-Z インプット (ch 1 のみ) [ProFX8v2 /ProFX12v2]

バランスマイクやラインレベルシグナルを接続するXLR
コネクターに加え、ProFXv2シリーズは1/4 インチジャック

を装備そています。1/4 インチジャックは回路( ただしファ

ンタム電源を除く) をマイクプリアンプと共用しており、バ

ランスまたはアンバランスのソースを接続できます。

バランスラインをこの入力に接続するときは、1/4 イン

チTRS(チップ- リング- スリーブ) プラグをお使いくださ

い。
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TRSはチップ-リング-スリーブの略で、ステレオ1/4イン

チのプラグに3つの接点があります。ケーブルは、下図の

ように、AES (Audio Engineering Society) の規格に従って

配線してください：

1/4" TRS バランス MONOワイヤリング:
 スリーブ=シールドまたはグランド 

 チップ=陽極 (+またはホット) 
 リング=陰極 (-またはコールド) 

アンバランスラインのシグナルをインプットに接続する場

合は、1/4インチモノ(TS)フォンプラグを使用します。ケー

ブルの配線は、AES (Audio Engineering Society) の規格に

従って下記のようにワイヤリングされています:

1/4" TS アンバランス MONOワイヤリング:
 スリーブ=シールドまたはグランド 

 チップ=陽極 (+またはホット)

ProFX8v2とProFX12v2のチャンネル1はHi-Zス
イッチを押すとハイインピーダンス機器を接続

します。DI-Boxを使用しなくても直接ギターを

接続できます。

8.ステレオラインインプット

ステレオライン入力は、1/4 インチTRS バランスまた

は1/4 インチTS アンバランス信号向けに設計されていま

す。この入力にはラインレベルの楽器、エフェクトデバイ

ス、CD プレイヤーなどを接続することができます。

レベルは-20dB から+20dB の範囲で調整可能です。L 
(MONO) 入力にモノラルソースを接続すると、メインミッ

クスの両側にモノラル信号が送られます。

ProFXv2シリーズミキサーの最初の2ステレオチャンネ

ル はハイブリッドチャンネルで、MIC 入力とLOW CUT ス
イッチを装備しています。このチャンネルのGAIN ノブは

マイク入力にだけ作用します。ステレオライン入力はユニ

ティゲインに固定されています。

ハイブリッドチャンネル:
     • ProFX8v2 – チャンネル 3/4 & 5/6 
     • ProFX12v2 – チャンネル 5/6 & 7/8 
     • ProFX16v2 – チャンネル 9/10 & 11/12 
     • ProFX22v2 – チャンネル 15/16 & 17/18 
     • ProFX30v2 – チャンネル 23/24 & 25/26

スリーブ

チップスリーブ

チップ

リング

リング

チップ

スリーブリング

9.インサート

アンバランスの1/4 インチジャックで、コンプレッサ

ー、イコライザー、ディエッサー、フィルターなどのシリ

アルエフェクトを接続するためのものです。

このインサートポイントは回路上、GAIN コントロール

とLOW CUT スイッチの後段、チャンネルEQとチャンネル

フェーダーの前段にあります。チャンネル信号はこのイン

サートジャックから外部機器に出て行き、プロセシングさ

れ、同じインサートジャックに戻ってきます。

インサートケーブルは下記のように配線してください。

 スリーブ=シールドまたはグランド 
 チップ=陽極 (+またはホット) 
 リング=陰極 (-またはコールド)

インサートジャックはダイレクトアウトとして使用する

こともできます。TS （モノラル） 1/4 インチプラグを、

インサートジャックに半分だけ（最初にカチッと音がする

ところまで） 差し込むと、ジャックのスイッチは作動しな

いので回路のインサートループは開きません。(このため

チャンネル信号はそのままミキサー内をぐるぐる回り続け

ます）

この方法で通常動作を妨げることなく、チャンネル信号

をインサート端子から取り出すことができます。

TS （モノラル） 1/4 インチプラグを完全に（2 回目のカ

チッという音がするところまで） 押し込むと、ジャックス

イッチが開いてダイレクト出力が生成されます。このと

き、ミキサーの内部ではそのチャンネルの信号は遮断され

ます。下図をご覧ください。

ミキサーからの信号を過負荷またはショートさせ

ないでください。内部信号にも影響を及ぼします。

スリーブ

チップ

チップスリーブ

チップ

スリーブ

ダイレクト出力(マスターへの信号切断なし)
最初のクリック音まで挿入

インサート端子

インサート端子

インサート端子

ダイレクト出力(マスターへの信号切断あり)
2つ目のクリック音まで完全に挿入

エフェクトループに使用
(チップ=センド、リング=リターン）

モノプラグ

モノプラグ

ステレオ
プラグ

チップ

このプラグをミキサーの
チャンネルインサートジャックに接続 リング

チップ
リング

スリーブ

エフェクト機器へ

エフェクト機器から

(TRSプラグ)
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13 ProFX8v2 • ProFX12v2 • ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2

“U” like Unity gain

ProFXv2シリーズでは、ほとんどすべてのレベルコント

ロールに「U」という記号が付いています。これは「ユニ

ティゲイン」、つまり信号レベルが変わっていないことを

意味しています。コントロールのレベルはデシベル(dB) で
表示されているので、その設定を変更したときレベルに及

ぼす影響がわかるでしょう。

10.ゲイン

まだお読みでないなら、6 ページの「クイックスター

ト」をご確認ください。音が歪みそうな素材を入力した時

にプリアンプのゲインが高すぎたり、静かな素材を扱う時

に音がノイズに埋もれないようにするにはゲインが適切に

設定されている必要があります。

GAIN ノブはマイク入力やライン入力の入力感度を調整

するものです。この機能によって、外の世界から入ってき

た信号を、最適な内部動作レベルにして各チャンネルを通

過させることができるのです。

モノチャンネルではゲインノブはマ

イク / ラインインプットの入力感度を

調整します。マイク入力のXLR ジャッ

クで信号を受けているとき、このノブ

を完全に下げると0dB で、50dB まで上

げることができます。

1/4 インチジャックのライン入力で信号を受けている

ときは、このノブを完全に下げると20dB アッテネートさ

れ、完全に上げると30dB、12 時方向でユニティゲイン

「U」です。

20dB のアッテネートは、レベルがかなり高い信号を受

けるとき、EQ でゲインを上げるとき、またはその両方の

ときにとても便利です。この「仮想パッド」がなければ、

もっとひんぱんにチャンネルがクリップするでしょう。.

ハイブリッドチャンネル(マイク / ステレオ

ラインインプット)ではゲインコントロールは

マイクインプットに対して作用します。

ハイブリッド チャンネル:
     • ProFX8v2 – チャンネル 3/4 & 5/6 
     • ProFX12v2 – チャンネル 5/6 & 7/8 
     • ProFX16v2 – チャンネル 9/10 & 11/12 
     • ProFX22v2 – チャンネル 15/16 & 17/18 
     • ProFX30v2 – チャンネル 23/24 & 25/26

ステレオチャンネル(マイク入力なし)で
はゲインコントロールはラインレベルイ

ンプットに対して作用します。ゲインは

20dBの追加ゲイン〜-20dBの範囲で調整で

きます。

ステレオ チャンネル:
     • ProFX8v2 – チャンネル 7/8 
     • ProFX12v2 – チャンネル 9/10 & 11/12 
     • ProFX16v2 – チャンネル 13/14 & 15/16 
     • ProFX22v2 – チャンネル 19/20 & 21/22 
     • ProFX30v2 – チャンネル 27/28 & 29/30

11.LevelSet LED [ProFX8v2 / ProFX12v2]

このLEDはプリアンプのゲインをソースごとに適切に設

定するためにゲインコントロールと共に使用します。

歪んでいるチャンネルがある場合は level setが点灯して

いないかを確認してください。LEDが点灯し続けていると

きはゲインを絞ってください。.

12.Low Cut スイッチ

モノラルチャンネルには、100Hz 未満の低域をオクター

ブあたり18dB カットするLOW CUT スイッチ（よくハイ

パスフィルターとも呼ばれます）が付いています。

Mackieでは、キックドラム、ベースギター、低域をたっ

ぷり含んだシンセパッチ以外のマイクをローカットするよ

うお勧めしています。上記以外のソースにはこれほど低い

帯域に聴きたい音は含まれておらず、フィルタリングして

排除すれば低域がぱりっとしておいしくなります。それば

かりかライブシーンではハウリングを抑え、アンプの電力

を節約する役に立ちます。

ローカットには、実際にライブの自由度を上

げる側面もあります。ローカットすればボーカ

ルにLF イコライザーを安全にかけることができ

ます。ボーカルにとって低域シェルビングEQ は本当に役

立つことが多いのです。

問題はLF EQ をブーストすると、ステージ上のノイズ

やマイクを扱うときのノイズ、呼吸のポップノイズなども

ブーストされてしまうことです。ローカットすればこうし

た問題はすべて排除され、ウーファーを飛ばすことなくLF 
EQ をかけることができます。

ProFX8v2 
ProFX12v2

11

12

10
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14 ProFX8v2 • ProFX12v2 • ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2

チャンネルEQ

ProFXv2の全モノラルチャンネル(ProFX4v2を除く)に
は、シェルビングのHF、ピーキングで周波数可変のMF、
シェルビングのLF という3 バンドイコライザーを搭載して

います。ステレオチャンネルのEQは、HF とLF がシェル

ビングでMF がピーキングです。

シェルビングとは、特定の周波数より上または下のすべ

ての周波数をブーストまたはカットするものです。たとえ

ばLOW EQは、80 Hz 未満の耳には聞こえない最低音まで

をブーストします。ピーキングとは、中心周波数を囲む特

定の周波数範囲が「丘」を形作るものです。

EQ をかけすぎるとサウンドが台無しになるこ

とがあります。EQ 回路は大量にカットまたはブ

ーストできるよう設計されていますが、それは

必要とされる場合があるからです。しかしすべてのチャン

ネルでEQ を最大にすると、どろどろしたミックスになる

でしょう。微妙にイコライジングし、ノブは右側にする（

ブースト） のと同様、左側にも回しましょう（カット）。

大量にブーストまたはカットをくり返している場合は、マ

イクの位置や種類を変えたり、ボーカリストや弦楽器、う

がいの音を代えるなど、音源の変更もお考えください。

13.Hi EQ

12 kHz より高い以上の帯域

を15dB までカットまたはブー

ストし、クリックの位置で（ブ

ーストもカットもしていない） 
フラットです。シンバルの輪郭

をはっきりさせたり、全体の透

明感を増したり、キーボードやボーカル、ギター、ベーコ

ンを焼く音のエッジを際立たせるときにお使いください。

シビランスやテープヒスを減らすときはわずかにカットし

てください。

17

15

14
16

13

20Hz 100Hz 1kHz 10kHz 20kHz

–15

–10

–5

0
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+10

+15

14.Mid EQ  
15. Freq 
[ProFX16v2、ProFX22v2、 ProFX30v2]

モノラルチャンネルはセミパ

ラメトリックのMID スイープ

EQ です。ゲイン（最大15dB 
ブースト/ カット）はMID EQ 
ノブで、100Hz から8kHz の範

囲で「ねらい」を付ける周波数

の選択はFREQ ノブで、それぞ

れ操作します。

16.Mid EQ

MID は「ミッドレンジ」の

略で、2.5kHz を中心に15dB ま
でブーストまたはカットするこ

とができ、センタークリックの

位置でフラットです。特定のサ

ウンドを定義する周波数がほと

んどこの帯域にあることから、よくミッドレンジEQ は最

も劇的だと考えられます。このノブを上下すると、興味深

いサウンドを作ったり有用な変化をもたらすことができま

す。

17.Low EQ

80Hz 未満を15dB までカット

またはブーストし、センターク

リックでフラットです。この周

波数はバスドラムやベースギタ

ー、豊かな音のシンセパッチ、

朝食に生の牛肉を平らげる大御

所男性シンガーの声にパンチを加えます。

18.Aux Mon

チャンネル信号の一部を分配して、メインミックスから

独立したすばらしいステージモニター送りのミックスを設

定するためのノブです。バンドのメンバーがステージモニ

ターミックスを気に入るまで、各チャンネルのAUX MON 
ノブを調整してください。

このノブは反時計回りに回し切ると完全なオフ、センタ

ークリックの位置でユニティゲイン、時計回りに回し切る

と15dB ゲインです。

PAN やチャンネルフェーダーがモニター出力に影響する

ことはありませんが、他のチャンネルコントロールは作用

します。このAUX MON はプリフェーダーです。

全体的な出力レベルはAUX MASTER Monコントロール

で操作しますが、MAIN MIX/MON 1 スイッチを押してある

ときは、グラフィックEQでモニター1 をイコライジングす

ることができます。INTERNAL FX ノブ で内蔵FX をモニ

ターミックスに加えることもできます。

20Hz 100Hz 1kHz 10kHz 20kHz

–15

–10

–5

0

+5

+10

+15

20Hz 100Hz 1kHz 10kHz 20kHz

–15

–10
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+10

+15
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15 ProFX8v2 • ProFX12v2 • ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2

19.Aux FX

チャンネル信号の一部を分配して、内蔵FX に、あるい

はFX センドを通して外部エフェクターに送るすばらしい

FXミックスを設定するためのノブです。

ノブを反時計回りに回し切ると完全なオフ、センターク

リックでユニティゲイン、時計回りに回し切ると15dB ゲ
インです。

このFX 出力には、MUTE スイッチ とチャンネルフェー

ダーは影響しますが、PAN は作用しません。AUXFX はポ

ストフェーダーです。

内蔵FX プロセッサーとFX SEND ジャックに向かうFX 
信号は、わずかでもAUX FX ノブが上がっている全チャン

ネルの信号をサミング（ミックス） したものです。

全体的なFX 出力レベルはAUX MASTER FX ノブで調

整します。メインミックスに加える内蔵FX のレベルは

INTERNAL FX ノブ で上げることができます。またFX 信
号をモニターミックスに加えることもできます。

20. Pan / Bal

出力の左と右に送るチャンネル信号の比率を調整するノ

ブです。

このノブを左に回し切ると、信号はアサインスイッチ の
設定に応じてメインL、サブ1、サブ3 の各バスに送られま

す。右に回し切ると同様にメインR、サブ2、サブ4 各バス

に送られます。

サブグループは ProFX16v2、ProFX22v2、 
ProFX30v2で使用できます。

このノブは「コンスタント・ラウドネス」と呼ばれるデ

ザインを採用しています。チャンネル信号を極端に左（ま

たは右）に振ってからセンターに戻したとき、見かけのラ

ウドネスを維持するためにおよそ3dB アッテネートすると

いうものです。このデザインでなければ、パンをセンター

にしたとき音量が大きくなってしまいます。

21. OL LED

このLED は回路上GAIN ノブとEQの後ろ、チャンネルフ

ェーダーの前のチャンネル信号レベルを表示します。この

ためフェーダーが下がっていても、チャンネルが過負荷に

なると点灯します。

このOL (Overload、過負荷) LED は、チャンネルの入力

信号レベルが高すぎるときに点灯します。この状態はを回

避しないと歪みが発生してしまいます。OL LED がひんぱ

んに点灯する場合は、GAINノブが入力でバイスに対して

正しく設定されているか、チャンネルEQ をブーストしす

ぎていないか、確認してください。OL LED はチャンネル

のMUTE スイッチを押したときも点灯します。 
[ProFX16v2、ProFX22v2、 ProFX30v2]

22.Mute Switch

その名の通りの仕事をするだけのスイッチです。信号

を忘却の彼方に「ルーティング」することでオフにしま

す。チャンネルのミュートスイッチを押すことは、フェ

ーダーを下げ切ってしまうことと（ほとんど） 同じです

（ProFX16v2、ProFX22v2、ProFX30v2ではプリフェーダ

ーのAUX センドはチャンネルフェーダーの影響を受けませ

んが、このスイッチでミュートされます）。

メインミックス、サブグループ1-2、サブグループ3-4 に
対するチャンネルアサイン[ProFX16v2、ProFX22v2
、ProFX30v2]は妨害され、AUXセンドは（プリフェーダ

ー、ポストフェーダーのどちらでも） すべて無音になりま

す。INSERT ジャック[8] はミュートされても信号を出力し

続けます。MUTE スイッチを押したチャンネルではOL LED  
が点灯します。[ProFX16v2、ProFX22v2、ProFX30v2]

23. アサインスイッチ  
[ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2]

チャンネルフェーダーの脇には、チャンネルアサインと

呼ばれる3 つのスイッチがあります。チャンネルのPANと

連携してチャンネル信号の行き先を決めるものです。

PAN をセンタークリックの位置にすると、（メインミッ

クスL-R、サブグループ1-2、サブグループ3-4 の） L 側と

R 側の信号レベルは等しくなります。L 側またはR 側にだ

け送りたいときはPAN を回してください。

例えば、2トラックにミックスダウンしているとき、聴

きたいチャンネルのメインミックススイッチを押せば、そ

のチャンネルはメインミックスバスに送られます。特定の

複数チャンネルでグループを組みたいときは、メインミッ

クスの代わりに1-2 または3-4 スイッチを押して、対応す

るサブグループフェーダーに送ります。そこから（SUB 
1-4 フェーダーの上にあるサブグループアサインスイッチ

でグループをメインミックスに戻すこともできるので、グ

ループフェーダーを参加しているチャンネルのマスターコ

ントロールにすることができます。

18

19

20

21 22
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16 ProFX8v2 • ProFX12v2 • ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2

新しいトラックを作ったり既存のトラックに音をかぶせ

ているとき、1-2 や3-4 スイッチは使いますがメインミッ

クススイッチは使わないでしょう。ここではグループをメ

インミックスバスに送り返そうとは思いませんが、SUB 
OUTからマルチトラックの入力に送り出します。

24.PFL Solo スイッチ 
[ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2]

チャンネルのソロスイッチを押すと、CR OUT L/R 
、PHONESとMAIN METERのL 側ではそれまで選択していた

ソースがソロ信号に置き換わります。実際に聞こえるソロの

レベルはCR/PHONES レベルノブで調整してください、そん

なことしたくはないかもしれませんが。コントロールルーム

で聴いている音量やヘッドフォン出力のレベルに関わらず、

実際のチャンネルレベルはメーターで見ることができます。

PFL はプリ・フェーダー・リッスン（ポストEQ) の略で

す。PFL SOLO スイッチを押してあると、チャンネルの

MUTEスイッチはソロに作用しません。

PFL はチャンネル信号をフェーダーの前で分配

したものであることを忘れないでください。チャ

ンネルフェーダーをU （ユニティゲイン） より

下げても、ソロはC-R OUT L/RやPHONES、MAIN METER
にユニティゲインの信号を送るので、誰かさんに眉をひそ

められることがあるかもしれません。

25.チャンネルフェーダー

チャンネルのシグナルパスにある最後のコントロール

で、メインミックスにおける各チャンネルのレベルを調整

するものです。「U」の位置でユニティゲイン、つまり信号

レベルが増減していない状態です。いちばん上まで上げる

と10dB のおまけがあります。歌によってはブーストしなけ

ればならない部分もあるでしょう。ユニティ付近にしたと

き全体のレベルが低すぎる、または高すぎるときは、GAIN 
ノブが正しく設定されているか確認してください。

23
25

23

24

23

26.Compressor 
[ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2]

ProFXv2 最後のモノラル4 チャンネルには、スレッシ

ョルド可変のインラインコンプレッサー回路が入っていま

す。ボーカルやスネアドラムをコンプレッションするとき

などにとても便利なので、ボーカルやドラム用のマイクは

他ではなくこのチャンネルに接続すると良いでしょう。

入ってきた信号がこのノブで設定したスレッショルドレ

ベルを超えると、信号レベルは自動的に圧縮されます。ダ

イナミックレンジが減り、入力信号が過負荷になって歪ん

でしまう機会を減らします。

ダイナミックレンジとは、曲の中で音量が最

も小さい部分と最も大きい部分の差です。コン

プレッサーはダイナミックレンジを「しぼる」

ことで全体をより安定させ、信号をより一定した音量レベ

ルにします。このことでボーカル等のソースをミックスの

中で「座りを良く」するので、ライブシーンではとても便

利です。

コンプレッションレシオはおよそ6:1 で、特性はソフト

ニーです。スレッショルドは時計回りにすると、オフ（コ

ンプレッションしない状態） から0dBu （最大） まで変化

します。

例として、スレッショルドを最大に設定してみましょ

う。入ってきた信号が0dBu のスレッショルドに到達しま

す。レベルがスレッショルドを超えて高くなると、信号は

6:1 の比率で圧縮されます。つまり入力が6dB まで高くな

っても実際の出力では1dB しか上がりません。
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17 ProFX8v2 • ProFX12v2 • ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2

このため出力信号が圧縮されるので、マイクテクニック

が貧弱（そうは言いませんけど） な場合や一般的なポッ

プノイズ、叩き付ける音やヘビーメタルのシャウトなどに

よる過負荷で発生する歪みから、サウンドシステムを保護

します。ソフトニーとは、スレッショルドから6:1 までコ

ンプレッションがゆるやかに変化していくことを意味しま

す。耳にもきついハードニーのように突然6:1 に変化する

ことはありません。

前ページのグラフは、コンプレッサーに入っていく入力

信号のレベルと、出てくる出力信号のレベルの比を表して

います。コンプレッサーについて語るときにお決まりのグ

ラフで、Mackie のエンジニアたちにとっては会社のクリ

スマスパーティー1を盛り上げる話題のようなものです。

コンプレッサーをオフにすると、入力と出力は等しくな

ります。たとえば入力信号のレベルが+5dBu になると、出

力レベルも+5dBu です。グラフの左下から右上に伸びる対

角線がX=Y、つまり入力= 出力です。

コンプレッションを最大にするとスレッショルドは0dBu 
に設定され、入力と出力の関係はグラフのいちばん下のカ

ーブで表されます。入力が-5dBu （つまりスレッショルド

未満） の場合は出力も-5dBu です。入力が0dBu に達する

と、出力は0dBu よりやや低くなります。入力が+5Bu にな

ると出力はおよそ+2dBu です。入力が+10dBu に達すると

出力は+3dBu です。X=Y の対角線から伸びるソフトニーの

かっこいいカーブと、コンプレッサーの6:1 （コンプレッ

ションレシオ） のスロープにご注目ください。

他の緑のカーブはCOMPRESSOR ノブを途中まで回し

た状態でコンプレッションし始める前のスレッショルドが

高めになっています。

アウトボードのコンプレッサーにはよく、コンプレッシ

ョンレシオ、スレッショルド、ソフトニー/ ハードニー、

アタックタイム、リリースタイムなど、さまざまなコント

ロールが付いています。最後の2つは入力がスレッショル

ドを超えたときにコンプレッサーがケリを入れる、そして

スレッショルド未満までレベルが落ちたときに動作を止め

る速度を設定するものです。このコンプレッサーでは、全

体の特性が最高になるようこれらのパラメーターが特別に

選択されています。

スレッショルドを慎重に調整すれば、ダイナミックレン

ジを十分に確保しながら本番中に歪みや過負荷を発生させ

ません。実際に叫んだり高い声を出すなどして、必要に応

じてコンプレッサーを調整してください。

1私の高校の数学教師 マービン先生はグラフが役に立つ日が来

ると言っていましたがついにその日がきました。

27
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27.USB スイッチ 
[ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2]

このUSB スイッチは最後のステレオチャンネルについて

いて、音楽再生用のiTunes® やDAW をUSB 接続するとき

に使います。他の入力と同じようにこの信号もEQ をかけ

たり、AUX バスに送ったり、他の信号とミックスしてサブ

グループまたはメインに出力することができます。このス

イッチはTRS 入力より優先されます。
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その他入出力

28. Mon Send

ステージモニターは、才能あるミュージシャンが自分の

サウンドをはっきり確認するためのものです。良いこと

じゃありませんか。モニターミックスのレベルは、AUX 
MON ノブで慎重に調整してください。このノブを操作す

るとチャンネル信号が分配され、この1/4 インチTRS 出力

から外部ステージモニターに送られます。ここへは外部パ

ワーアンプで増幅されたパッシブステージモニターや、ア

ンプを内蔵したパワードモニターを接続してください。

モニター信号は、AUX MON ノブが少しでも上がってい

る全チャンネルの信号をサミング（ミックス） したもので

す。ミュージシャンが「俺の音を上げてくれよ、ブライア

ンは下げていいから！」と言ってきたら、彼のチャンネル

のAUX MON ノブを上げてブライアンのチャンネルを下げ

ます。もちろんモニターバスが2 つあってモニター出力も2 
つあるので、誰かが「もっとブライアンの音をくれ」と言

えば、彼らのためのミックスも作れます。

全体の出力レベルはAUX MASTER ノブで調整しま

す。MAIN MIX/MON 1 スイッチが押されていれば、グラフ

ィックEQ でモニター1 をイコライジングすることもでき

ます。

あるいはこの出力とパワードモニターの間に外部グラフ

ィックEQを追加してもいいでしょう。こうしてイコライ

ジングすることができるので、近くにあるマイクとハウリ

ングさせにくくすることができます。

このモニター出力は、メインフェーダーやチャンネルフ

ェーダーの影響を受けません。このためモニターミックス

を設定してレベルを正しく調整すれば、チャンネルフェー

ダーやメインフェーダーを操作しても変化することはあり

ません。これが「プリフェーダー」です。

ProFX8v2とProFX12v2には１つ、ProFX16v2と
ProFX22v2には2つ、ProFX22v2には3つのMon 
Sendジャックがあります。

ProFX8v2 • ProFX12v2
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29. FX Send

すてきな音がするエフェクトやディレイなど、外部エフ

ェクトプロセッサー(FX) に信号を送るときに使える1/4 イ
ンチTRS ラインレベル出力です。このジャックからの出力

は内蔵FX プロセッサーへ送られている信号、つまりAUX 
FX が少しでも上がっている全チャンネルを慎重にミック

スしたものの、まさしくコピーです。

（内蔵FX のプロセシング済み出力はこのジャックから

出てきませんが、内部でメインミックスやモニターミック

スに追加されます）

全体的な出力レベルはAUX MASTER ノブで調整します 
（このノブは内蔵FX へ向かう信号のレベルにも作用します）

この出力は「ポストフェーダー」なので、チャンネルフ

ェーダーを操作すると、外部プロセッサーへ向かう信号の

レベルも変化します。

外部エフェクトプロセッサーからのプロセシング済み ( ウ
ェット)信号は通常AUX RETURNまたは空きチャンネルへ戻

し、プロセシングしていない元のチャンネル（ドライ） と
慎重にミックスします。これで元のチャンネルのフェーダ

ーを上げると、ウエットとドライ両方の信号が微妙な比率

を保ったまま増大します。たとえばリバーブの場合、リバ

ーブ成分と元信号の相対的な比率は維持されます。

30. FX Footswitch 
[ProFX8v2、 ProFX12v2、 ProFX16v2、 ProFX22v2]

お気に入りのフットスイッチを接続する1/4 インチTRS 
コネクターです。つま先で内蔵エフェクトのミュートをオ

ンオフすることができます。シングルボタンのオンオフ型

フットスイッチをお使いください。

FX MUTE スイッチで内蔵エフェクトをミュートしてい

るときフットスイッチは機能しません。

ProFX30v2には FX Footswitchジャックの代わ

りにMon Send ジャックがもう1つあります。

31. ステレオ (Aux) Return L/R

バランスの1/4 インチTRS またはアンバランスの1/4 イ
ンチTS プラグで、-20dB から+20dB の信号を接続するよ

う設計されたステレオ(AUX) リターンです。このジャック

には外部エフェクトプロセッサーなど、メインミックスに

加えたいデバイスからの信号を接続してください。

入ってきた信号のレベルは、AUX RETURN ノブで調整

してください。

この入力をメインミックスにステレオのラインレベル信号を

接続するために使うこともできるので、エフェクトプロセッサ

ー以外のラインレベルソースを接続してもかまいません。

モノラルソースを接続するときは、ステレオリターン入

力のL(MONO) にだけ接続してください。モノラル信号が

メインミックスの両側に出てきます。
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32. Main Out L/R

このXLR オスコネクターは、ミキサーチェーンの最後

に現れるバランスのラインレベル信号を提供するもので、

フルミックスされたステレオ信号が現実世界に出て行くた

めのものです。メインのパワーアンプ、パワードスピー

カー、シリアルプロセッサー（グラフィックEQ、コンプ

レッサー/ リミッターなど） のLR 入力に接続してくださ

い。XLR 出力はTRS 出力より6dB 高くなっています。

1/4 インチTRS 出力コネクターは、バランスまたはアン

バランスのラインレベル信号を提供します。（コンプレッ

サー/ リミッターといった） 外部プロセッサーなどシグナ

ルチェーンの次にくるデバイスに、あるいはメインアンプ

の入力に直接、接続してください。TRS アウトはXLRアウ

トより6dB出力が低くなります。メーターで"0"を表示して

いるときTRSアウトは0dBuです。

ProFX8v2とProFX12v2 ではXLRアウトは背面パ

ネルにあります。

33. CR Out L/R 
[ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2]

1/4 インチジャックで、通常はコントロールルームのア

ンプや、ヘッドフォン分配アンプの入力にパッチするとき

に使います

34. Sub Out 1-4 
[ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2]

4 つの1/4 インチジャックで、通常はマルチトラックレ

コーダーや複雑な設備の予備アンプ入力にパッチするとき

使います。

ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2
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35. Phones

ヘッドフォンを接続するためのこの1/4 インチTRS コネ

クターです。CR OUT L/R と同じ信号がルーティングされ

ています。

音量はMonフェーダーのすぐ上にあるPHONESノブ

[ProFX8v2、ProFX12v2] または、メインフェーダー

のすぐ上にあるCR/PHONES レベルノブ[ProFX16v2
、ProFX22v2、ProFX30v2]で調整してください。

SOLO スイッチを押すと、ヘッドフォンではソロのチャ

ンネルだけが聞こえます。このためメインミックスに追加

する前に、チャンネルを検聴しておくことができます。（

ヘッドフォンに届くソロ信号はチャンネルフェーダーやメ

インフェーダーの影響を受けないので、ソロ信号の音量が

高すぎる場合があります。ソロを聴くときはあらかじめヘ

ッドフォンのレベルを下げてください。）

ヘッドフォン出力は便利なように、標準的な配線になっ

ています。

 チップ = L チャンネル 
 リング = R チャンネル 
 スリーブ = コモングランド

警告： ヘッドフォンアンプの音量は大きく、

恒常的な難聴の原因になることがあります。ヘ

ッドフォンによってはレベルを中程度にしてい

ても苦痛を感じるほど音量が大きくなります。ご注意く

ださい！ヘッドフォンを接続する、ソロスイッチを押す

など、ヘッドフォンの音量に影響を及ぼす操作をすると

きは、必ず前もってPHONES ノブをしぼり切ってくださ

い。音量はヘッドフォンを装着してから少しずつ大きくし

てください。

36. Tape Inputs / Outputs

ステレオのアンバランスRCA 入力で、CD プレイヤーや

iPod® ドックなど、ラインレベルのソースを接続するもの

です。

このテープ入力ジャックへは標準的な民生用ケーブルで

アンバランス信号を接続してください。ステレオのアンバ

ランスRCA 出力には、メインのステレオミックスを録音す

るテープデッキ、ハードディスクレコーダー、CDレコー

ダーなどを接続してください。このジャックを使えば、バ

ンドが再結成されるかどうかは別にして、昔を懐かしむた

め、単なる記録、あるいは法的な目的のためなどに録音し

ておくことができます。

このテープ出力はステレオメインミックスですが、メイ

ンフェーダーの影響を受けません。この出力はまた、他の

ゾーンにメイン出力を送る予備セットとして使うこともで

きます。
TIPSLEEVETIPSLEEVE
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ステレオ GEQ、メインメーター、その他機能

37

39
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42

43

39. Stereo Graphic EQ

メインミックスの出力を調整する7 バンドのグラフィッ

クイコライザーです。ラインレベル出力に作用しますが、

ヘッドフォン出力、テープ出力、USB 出力には作用しま

せん。

MAIN MIX/MON 1 スイッチを押すと、メインミックスで

はなくモニターミックスにEQ をかけることができます。

またEQ IN/BYPASS スイッチで素早くバイパスすることも

できます。

スライダーでそれぞれの周波数帯域のレベル調整で、

ブースト/ カットは最大15 dB、中心（0 dB） にすると

レベルは変化しません。周波数帯域は125、250、500
、1k、2k、4k、8kHz です。

EQ セクションは回路上メインフェーダーやメインメー

ターの前にあります。チャンネルEQ 同様、気を楽にして

調整しましょう。大量に調整したり慎重さが足りないと、

本来のデリケートなバランスを台無しにしてしまいます。

スライダーを下げるのはクールじゃないと思われるかもし

れませんが、 EQ においてはたいていの場合において最高

の選択です。望ましい帯域を持ち上げるより、耳障りな帯

域を下げましょう。ハウリングを起こした周波数帯域を下

げるために使うこともできます。

40. Main Mix / Mon 1 Switch

ステレオグラフィックEQをL-R メインミックスとモニタ

ーのどちらにかけるかを選択するスイッチです。たとえば

近くのマイクとモニタースピーカーの間でハウリングを減

らしたいときは、グラフィックEQ をモニターミックスに

賢く使うといいでしょう。このスイッチを押すと、EQ は
モニター1アウト にだけかかります。

41. EQ In / Bypass Switch
ステレオグラフィックEQ を素早くオン/ オフするスイッ

チです。EQ の設定を素早くチェックしたり、EQ を使わ

ないときにシグナルパスを短くするために使います。

37. 48V ファンタム 電源スイッチ

多くの現代的な業務用コンデンサーマイクには、ミキサ

ーから音声を伝送する心線そのもので送られる低電流の直

流電圧、ファンタム電源が必要です（半民生モデルのコン

デンサーマイクでは同じ目的のために電池をつかうことも

あります）。「ファンタム」（お化け） という名前の通

り、外部電源を必要としないダイナミックマイク(SHURE 
SM57 やSM58 など) は見ることもなく、影響を受けること

もありません。

マイクにファンタム電源が必要な場合は、このスイッチ

を押してください。（マイクを接続する前に、必ずこのス

イッチの状態を確認してください。） スイッチの右隣に

ある赤いLED が点灯して、ファンタム電源が供給されてい

ることを表します。このスイッチは全マイクチャンネルの

XLR ジャックに対して一斉に作用するグローバルスイッチ

です。

ファンタム電源を供給しているとき、シングル

エンド（アンバランス） のマイクやリボンマイ

クをマイク入力に接続しないでください。安全で

あるという確信がない限り、ファンタム電源が供給されて

いるマイク入力に楽器の出力を接続しないでください。フ

ァンタム電源を供給しているときマイクを接続する際は必

ず前もってメインフェーダーを下げ切っておき、スピーカ

ーからショックノイズを再生しないようにしてください。

38. 電源LED

ミキサーに電源を入れると緑色に点灯し電源が入ってい

ることを思い出させてくれます。このLED が消えていると

きはミキサーはオフになっていますが、風に飛ばされない

ように朝刊を押さえておく重荷にはなるでしょう。

このLED が点灯しないときは、電源コードが両端とも正

しく接続されているか、コンセントに電源が来ているか、

ミキサーのPOWER スイッチがオンになっているか、確認

してください。
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42. Main Meters

12 個のLED が2 列に並んだピークメーターで、信号と

同じ3 色で信号レベルの異なる範囲を表示します。表示

範囲はいちばん下が–30 で中央に0 があり、いちばん上が

+20 （クリップ) です。

どこかのチャンネルがソロになっていると、右側のメー

ターは何も表示せず、左側のメーターがそのチャンネルの

信号レベルをプリフェーダーで表示します。

左のメーターの0dB LED には「Level Set」と表示され

ていますが、これはソロモードでチャンネルのGAIN ノブ

を調整するときの目安です。

メインLR のTRS 出力で0dBu (0.775V) になっていると

き、このメーターが0 を指します。

ピークでメーターが-20 から+10 の間で点滅していれ

ば、良いミックスが出来上がっているでしょう。ほとんど

のアンプは+10dBu 程度でクリップし、レコーダーによっ

てはこのレベルを許してもくれません。現実的な最高の結

果を出すには、ピークを0 と+6 の間に収めることです。メ

ーターは、レベルが" 敷地" からはみだしていないことを確

認するための、ただのツールです。じっと睨みつけている

必要ありません（そうしていたければ別ですが）

43. Rude Solo LED 
[ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2]

この大きな赤いLED は、どこかのチャンネルでSOLO ス
イッチを押すと点灯します。コントロールルームやヘッド

フォンでソロチャンネルを聴いていることを、皆さんに思

い出していただく役を演じています。ソロモードになって

いることを忘れてしまうと、ミキサーが壊れているんじゃ

ないかと誤解することがあるでしょう。だから名前の通

り、ヤボなSOLO LED が点灯するのです。格好悪いことを

お許しください。こいつは皆さんをお手伝いしたいだけ、

皆さんとお友達になりたいだけなのです。.



P
ro

FX
8

v
2
 •

 P
ro

FX
12

v
2
 •

 P
ro

FX
16

v
2
 •

 P
ro

FX
2
2
v
2
 •

 P
ro

FX
30

v
2

22 ProFX8v2 • ProFX12v2 • ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2

Aux マスター、Aux リターン、内蔵 FX
48. Preset Display

選択されているエフェクトプリセットの番号を表示します。

プリセット番号は上の表を参照してください。プリセットセレ

クターを右または左に回すとプリセットが切り替わります。

ノブを回転して止めると、0.25 秒ほどで新しいプリセッ

トが読み込まれ、さらに1 秒ほどでFX メモリーに保存され

ます。ミキサーの電源を入れると、FX セクションは最後

に使ったプリセットを読み込みます.

49. SIG / OL LED

2 色のLED で、エフェクトプロセッサーに入ってきた信

号のレベルが適度な動作範囲内であれば、緑色に点灯しま

す(SIG)。入ってきた信号のレベルが高すぎてエフェクトプ

ロセッサーが過負荷になると、赤く点灯します(OL)。ひん

ぱんに赤く点灯する場合はINTERNAL FX ノブを下げ、チ

ャンネル側のセンドレベルを確認してください。

プロセッサーに送られる信号のレベルは、チャンネルの

FXセンドやFX センドマスターと同様、チャンネルのGAIN 
ノブ、EQ 、チャンネルフェーダーAUXFX コントロールと

チャンネルフェーダーの影響を受けます。

 LEDは緑色にのみ点灯します[ProFX16v2
、ProFX22v2 、ProFX30v2]

50. Int FX ミュートスイッチとLED

このスイッチを押すと内蔵エフェクトプロセッサーはミ

ュートされ、出力はメインミックスとモニターミックスど

ちらにも送られません。このとき隣のLED が点灯して、エ

フェクトがミュートされていることを表示します。最初に

電源を入れたとき、かわいいスナネズミのようなFX が落ち

着くまで10 秒ほどミュートされ、このLED が点灯します。

このスイッチが押されていないとき、内蔵FX は自由に

設定することができ、必要に応じてメインミックスやモニ

ターミックスに追加することができます。

 このスイッチが押されていないとき、内蔵FXはフッ

トスイッチを使用してミュートのオン / オフができま

す。[ProFX8v2、 ProFX12v2、 ProFX16v2、ProFX22v2]

ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2

44 45 46

4749

48

50

44. Aux Masters

AUX MON とAUX FX のレベルを、それらのセンドのす

ぐ手前で全体的に調整するもので、FX マスターの場合は

内蔵FX にも作用します。

AUX は通常、リードボーカルがこちらを睨みつけ、ステー

ジモニターを指差した後で親指を空中で上に向けたときに上

げるものです。（もちろん彼が親指を下に向けたときはこの

ノブを下げますが、そんなことは未だかつてありません。）

ProFX16v2、、ProFX22v2 、ProFX30v2のAux
マスター　Mon1ノブはProFX8v2、ProFX12v2
ではMonフェーダーに該当します。

45. Stereo (Aux) Returns

このコントロールは、AUX RETURN L-R ジャックで受

けたライン信号の全体的なレベルを調整するものです。こ

のコントロールを通過する信号は、他のチャンネルからの

信号と結合されるポイントであるメインミックスやモニタ

ーミックスに直接向かいます。

46. 内蔵 FX
このノブを使用してエフェクト出力をモニターとメイン

へ独立してルーティングできます。MONコントロールはモ

ニターにエフェクトをかけるときに使います。MONノブを

時計回りに回して、モニターにゆっくりエフェクトをかけ

てください。メインへのFX 出力はPA から直接聞くことが

できるでしょう。

47. プリセットセレクター
このエンドレスノブを回して16 プリセットエフェクトか

ら1 つを選択します。回転をとめるとプリセットが読み込

まれ、動作可能になります。選択しているプリセット番号

がディスプレイに表示されます。プリセットの種類は下表

の通りで、パネルにもグラフィックEQのすぐ下にシルク印

刷されています。プリセットについてくわしくは39 ページ

の「付録C：エフェクトプリセット一覧表」を参照してく

ださい。一度に選択できるプリセットは一つだけです.

1 Bright Room 9 Chorus
2 Warm Lounge 10 Chorus + Reverb
3 Small Stage 11 Doubler 
4 Warm Theater 12 Echo
5 Warm Hall 13 Delay 1 (Fast)
6 Concert Hall 14 Delay 2 (Medium)
7 Plate Reverb 15 Delay 3 (Slow)
8 Cathedral 16 Pan Delay
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51. Mute とOL LED (ステレオリターン用) 
[ProFX8v2 & ProFX12v2]

このスイッチを押すとステレオリターンに入力される信

号はミュートされます。

隣のLED はステレオリターンに入力される信号のレベル

が高すぎて音が歪む原因にあるような場合に点灯します。

OL LEDはステレオフェーダーの前段に位置していま

す。つまりフェーダーを下げたとしても入力信号のレベル

は下がらないので、OL LEDを消す事はできません。

OL LEDが点灯する場合は外部エフェクトなどの信号を

送る側でレベルを調整してください。.

49

MUTE

ProFX8v2 • ProFX12v2

44

51

444445

46

48

47

5049



P
ro

FX
8

v
2
 •

 P
ro

FX
12

v
2
 •

 P
ro

FX
16

v
2
 •

 P
ro

FX
2
2
v
2
 •

 P
ro

FX
30

v
2

24 ProFX8v2 • ProFX12v2 • ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2

メイン & サブミックス、USB アウト、2- トラックリターン、その多機能！
54. USB Out スイッチ 
[ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2]

このスイッチで録音可能な信号を、もっと自由に選ぶこ

とができます。デフォルトの（突き出した） 状態ではメイ

ンLR ミックスを録音できるので、本番のステレオミック

スをレコーディングするのに便利です。このスイッチを押

すとサブグループ1-2 がUSB にルーティングされるので、

お好きなDAW に2 トラック録音することができます。

55. 2-Track Return Tape / USB スイッチ 
[ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2]

2 トラックリターンがRCA ピンのTAPE INPUT [34] （ス

イッチを押した状態） とUSB （スイッチが突き出した状

態）のどちらから信号を受けるかを決めるスイッチです。

56. 2-Track Return レベル 
[ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2]

このノブは、2TRACK RETURN TAPE/USB スイッチで

の設定にしたがって、テープ(RCA) またはUSB の全体的な

レベルを調整するものです。このノブのレベル範囲はオフ

からセンタークリック位置でユニティ、時計回りに回し切

ったとき最大15dB ゲインです。

57. Tape レベル 
[ProFX8v2、 ProFX12v2]

このノブはTape Inputに入ってくる信号の入力レベルを

調整します。Breakスイッチのすぐ近くに配置されている

のでバンドの休憩中に全チャンネルをミュートさせてBGM
のレベルを上げたい時も簡単に操作できます。

58. Break Switch とLED

この大切な「Take-a-break -一休みしましょ」スイッチ

は、幕間にすべてのマイク/ ラインレベル入力を素早くミ

ュートします。幕間に抗議の声やしようもないカラオケシ

ンガーがステージでわめくのを防ぐこともできます。

モニターセンドとFX センドは影響を受けません。シス

テムから信号が何も再生されないときは、このスイッチが

押されていないかを確認してください。BREAKスイッチが

押されているとき、隣のLED が点灯します。

ステレオRCA ピン入力、またはUSB 入力を通してコン

ピューターから、音声をメインステレオミックスで再生す

ることができます。たとえばバンドがステージから降りる

とき、心を穏やかにするCD を再生することができます.

隣接するBreak LED [ProFX16v2、ProFX22v2
、ProFX30v2]はチャンネルがミュートされてい

る事を気づかせる目的で点灯します。

52. USB インプットレベル 
 [ProFX8v2、 ProFX12v2]

USB接続したコンピューターから送られてくる2チャン

ネルの信号のレベルを調整します。他のチャンネルとバラ

ンスをとりながら最適なレベルに設定してください。

PCのオーディオソフトのトラックは、楽器用の単体トラ

ック、2ミックスにまとめられたトラック、エフェクト処

理されたトラックなどがあります。

53.USB Thru [ProFX8v2、 ProFX12v2]

USB Thruスイッチを押すとメインミックスに加え、コン

ピューターからの入力もUSB出力に含める事ができます。 
(このスイッチはコンピューターへの出力にのみ作用しま

す。ヘッドフォンやメインミックスには作用しません。)

• スイッチが押されていない(Out)とき、コンピュー

ターへのUSB出力はメインミックスのみが含まれ

ます。オーバーダビングを行う際はこの設定を使

用します。コンピューターからのプレイバックは

メインスピーカー、ヘッドフォンから再生され、

その音を聞きながらギターを弾きギターの音のみ

をUSB経由で録音します。このポジションはフィ

ードバックに対する保険としてライブ録音を行う

時にも使用できます。この場合USBレベルノブは

下げておいてください。 

• スイッチを押した(Inポジション)とき、コンピュー

ターへのUSB出力はメインミックスに加え、コンピ

ューターからの入力も含みます。コンピューターか

ら再生する音源も演奏の一部となっているライブ音

源を作成するときにはこのスイッチを押します。

ProFX8v2 • ProFX12v2

MON MAIN TEMP

ON / OFF

HIGHLOW

MID

FAN

90˚

50˚

60˚

70˚

80˚

˚ F

6244

59

52

53 58
57
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59. CR / Phones
ご想像の通り、ステレオコントロールルームとヘッドフ

ォン両方のレベルを制御します。ソースを選択したり追加

するときはあらかじめ、このノブが完全にオフになってい

る（反時計回りに回し切ってある） ことを確認してくだ

さい。

何を選択していても、コントロールルーム出力を他の用

途に使うこともできます。音質はメイン出力同様に申し分

ありません。独自のレベルコントロールを備えた追加のメ

インミック出力として使うこともできます。しかしソロス

イッチを押すと、ミックスを遮ってしまうのでご注意くだ

さい。

どこかのチャンネルがSOLOになると

CROUT、PHONES 、MAIN METERのL 側ではそれまで選

択されてたソースがソロに置き換わります。ソロのリスニ

ングレベルはこのノブで調整します。まあ、こんなことを

お望みではありませんよね。本当にやりたいことは、コン

トロールルームやヘッドフォンの出力から再生される音量

ではなく、実際のチャンネルレベルをメーターで見たい、

ということでしょう。

CRはProFX16v2、、ProFX22v2 、ProFX30v2
でのみ利用できる機能です。

ヘッドフォンやモニターの出力に届くソロ信

号は、チャンネルファーダーやメインフェーダ

ーの影響を受けません。このためソロチャンネ

ルの音量が大きするときは、このつまみとAUX MASTER 
ノブを下げてください。

60. Subs アサインスイッチ 
[ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2]

サブグループの一般的な用途のひとつは、メインミック

スフェーダーに向かう一連のチャンネルのマスターフェー

ダーとりて使うことでしょう。ドラムセットにマイクを

7 本立てたとき、操作しやすいようにまとめて音量を調整

しようと考えるでしょう。手や指を7 本の使って操作した

くないなら、まとめたいチャンネルでメインミックスへの

アサインを解除し、サブ1-2 にアサインし直し、サブ1 を
メインミックスL に、サブ2 をメインミックスR にアサイ

ンするだけです。これでドラムセット全体のミックスをサ

ブ1 とサブ2、2 本のフェーダーで操作できるようになり

ます。

ひとつのグループで一方（L またはR） のアサインスイ

ッチだけを押すと、メインフェーダーに送られる信号は

SUBOUT と同じレベルになります。サブグループをメイ

ンミックスのセンターに定位させたいときは、L とR のア

サインスイッチを両方押してください。信号は両側に送ら

れますがパンポットと同様レベルが3dB 下がるので、グル

ープをメインL あるいはRだけに送ったときと両側に送っ

たときで、全体的なレベルは変わりません。

61. Sub 1-4 Faders 
[ProFX16v2、 ProFX22v2、 ProFX30v2]

ご想像の通り、SUB OUT に送られる信号のレベルを制

御するフェーダーです。サブグループにアサインされてい

てミュートされておらず、チャンネルフェーダーが多少で

も上がっている全チャンネルがSUB OUT から出力されま

す。

サブ信号は、自身のフェーダーが完全に下がっていると

きオフになり、U の位置でユニティゲイン、いちばん上に

あるときで10dB のゲインまで変化します。たとえばサブ

グループ1 と2 など2 つのサブグループをステレオペアと

して使っているとき、L とR のバランスを維持するために

両方のサブフェーダーを一緒に操作してください。

62. メインミックス
このステレオフェーダーでXLR と1/4 インチMAIN OUT 

、TAPE OUT に送られるメインミックス信号のレベルを調

整するものです。

メインフェーダーは究極の権力と、オーディエンスに届

けるサウンドレベルを制御する快感を与えてくれます。過

負荷にならないようにメーターを見ながら、（もしもいる

なら） オーディエンスが満足するレベルになっているか聴

きながら、このフェーダーは慎重に操作してください。

このフェーダーを下げ切るとメイン信号はオフ、U の位

置でユニティゲイン、いちばん上で10dB ゲインです。ふ

つうはこのおまけゲインをあてにすることはありません

が、前にも言った通りあることを覚えておくと良いでしょ

う。このフェーダーはステレオで、メインミックスのL と
R の両方に等しく作用します。歌の最後でゆっくり下げる

のに理想的な制御機能です（必要に迫られれば歌の途中で

素早く上げることもできますが）。

このコントロールはMON SEND やFX SEND には作用し

ません。

ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2

TEMP

ON / OFF

HIGHLOW

MID

FAN

90˚

50˚

60˚

70˚

80˚

˚ F
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本製品に問題が発生した場合は、下記の「トラブルシュ

ーティング」を参照して問題点をご確認ください。下記の

内容に沿って状況を確認しても問題が解決しない場合、ま

たは明らかに製品が故障している場合は、ただちに使用を

中止してこの製品をお求めの販売代理店まで修理をご依頼

ください。

トラブルシューティング

チャンネルに問題がある

• チャンネルEQ は適度な設定になっていますか。

• ゲインは適切に設定されていますか。

• フェーダーは上がっていますか。

• チャンネルのOL LED が点灯していませんか。

• チャンネルパンはセンターになっていますか。

• 問題があるチャンネルのソースを他のチャンネルに接

続し、同じ設定にして確認してください。

• マイクにファンタム電源が必要ではありませんか。

出力に問題がある

• メインフェーダーは上がっていますか。

• EQ は適度なレベルになっていますか。

• AUX リターンは最大になっていますか。

• 外部機器に問題があるかもしれません。モニター出力

など、ラインレベル出力に接続しているものをすべて

抜いてみてください。

• アンプを過負荷にしていないことを確認してください

スピーカーの平均負荷インピーダンスがアンプの仕様

に合っていることを確認してください。スピーカーの

配線を確認してください。

ノイズ

• チャンネルのゲインとフェーダーを1 つずつ下げてく

さい。ノイズが消えればそのチャンネルまたは接続さ

れた機器に問題があるようなので、接続しているもの

を外してください。これでノイズが消えれば原因はそ

こにあります

電源

• このミキサーは、電源を受けているコンセントに接続

して電源スイッチを入れるとオンになります。電源が

入らない場合は、電源コードに異常がないか確認して

ください。

付録 A： サービスについて
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製品仕様
ノイズ

等価入力ノイズ (EIN) 
(150 Ω ソースインピーダンス 20 Hz to 20 kHz)

マイク→インサートセンド出力、最大ゲイン –125 dBu1 
–128 dBu2

残留出力ノイズ 
全出力、マスターOFF、全ch OFF        　　　　–95 dBu 
全出力、マスターユニティ、1ch ユニティ            –80 dBu1 

             –85 dBu2

周波数特性

マイク入力→任意出力@ユニティゲイン(＋0dB / -1dB)

20 Hz to 30 kHz1 

20 Hz to 40 kHz2

歪率 (THD+N)
(22 Hz to 80 kHz)

マイク入力→Main出力(+4 dBu)                <0.03%1 

<0.01%2

 
アッテネーション、クロストーク

隣接入力間 @ 1 kHz            –90 dBu

入力→出力@1kHz            –80 dBu

フェーダーオフ @ 1 kHz              –75 dBu

Mute スイッチ / Break スイッチミュート @ 1 kHz 

     –90 dBu1 
–100 dBu2

 
コモンモード除去比 (CMRR):
マイク入力→マイク出力、チャンネルゲイン最大、 1 kHz  

               70 dB

 
最大レベル

全入力 +22dBu
メインミックス XLR  +28dBu

他全出力 +22dBu

 
インピーダンス

マイク入力           3.8 kΩ1 
3.3 kΩ2

チャンネルインサートリターン                10 kΩ

他全入力                ≥20 kΩ 

テープ出力      1 kΩ

ヘッドフォン出力      25 Ω

他全出力    120 Ω アンバランス、 
240 Ω バランス

1 ProFX8v2、ProFX12v2.
2 ProFX16v2、ProFX22v2、ProFX30v2.

イコライザー

ProFX8v2 • ProFX12v2 
          低域    ±15 dB @ 80 Hz 
          中域    ±15 dB @ 2.5 kHz 
          高域    ±15 dB @ 12 kHz 
          ローカットフィルター  18 dB/oct @ 100 Hz

ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2 
     モノ チャンネル      
          低域    ±15 dB @ 80 Hz 
          中域    ±15 dB 
    100 Hz – 8 kHz 
          高域    ±15 dB @ 12 kHz 
          ローカットフィルター  18 dB/octave @ 100 Hz

     ステレオ チャンネル  
          低域    ±15 dB @ 80 Hz 
          中域   ±15 dB @ 2.5 kHz 
          高域    ±15 dB @ 12 kHz

最大ゲイン (EQ フラット)
マイク入力チャンンル→                
          インサートアウト  50 dB 
          テープ出力  60 dB 
          USB出力  50 dB1 

60 dB2 
          1/4" メイン出力  70 dB 
          XLR メイン出力  76 dB 
          モニターセンド  76 dB1 

81 dB2 
          FX Send  90 dB

モノラルラインインプットチャンネル→                
          インサートアウト  30 dB 
          テープ出力  40 dB 
          USB出力  30 dB1 

40 dB2 
          XLR メイン出力  56 dB 
          モニターセンド  56 dB1 

61 dB2 
          FX Send  70 dB

ステレオラインインプットチャンネル→                
          テープ出力  30 dB 
          USB出力  30 dB 
          XLR メイン出力  46 dB 
          モニターセンド  46 dB1 

51 dB2 
          FX センド  60 dB1 

55 dB2

テープ入力→                
          XLR メイン出力  36 dB

USB入力→                
          XLR メイン出力  36 dB

ステレオリターン→                
          Mon アウト  30 dB2 
          XLR メイン出力  26 dB 

付録 B： 技術情報
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製品仕様
デジタルエフェクト

I/O         モノラルインプット、 
ステレオアウトプット

プリセット数    16 

メーター

メイン L/R Mix 
（2列、12セグメントメーター)   
 OL (+20 dBu)、 +15、 +10、 +6、 +3、 0 (0 dBu)、  
 –2、 –4、 –7、 –10、 –20、 –30 

グラフィック EQ
中心周波数 125、 250、 500、 1k、 2k、 4k、 8k

ゲイン            ±15 dB

メイン、モニターにアサイン可能、バイパス可能 

USB
フォーマット  USB 1.1

I/O    ステレオ入力 

ステレオ出力

A/D/A 16 bit、 44.1 kHz / 48 kHz 

ファンタム電源

48 VDC→全マイクチャンネルに一括供給

必要AC電源

消費電力  20W (ProFX8v2) 
        30 W (ProFX12v2) 
        40 W (ProFX16v2) 
        45 W (ProFX22v2) 
        50 W (ProFX30v2)

ユニバーサル電源部     100 – 240 VAC、 50 – 60 Hz 
電源コネクター            3ピン IEC 

寸法 / 重量

ProFX8v2    
 高さ    91 mm 
 幅   290 mm 
 奥行き   358 mm 
 重量   3.2 kg

ProFX12v2    
 高さ   91 mm 
 幅   370 mm 
 奥行き   358 mm 
 重量   4.1 kg

ProFX16v2    
 高さ   97 mm 
 幅   475 mm 
 奥行き   407 mm 
 重量   5.9 kg

ProFX22v2    
 高さ   97 mm 
 幅   639 mm 
 奥行き   407 mm 
 重量   8.2 kg

ProFX30v2    
 高さ   97 mm 
 幅   853 mm 
 奥行き   422 mm 
 重量   11.4 kg

 

別売りアクセサリー

ProFX8v2 
 バッグ   P/N 0020636 
 カバー   P/N 0020638

ProFX12v2 
 バッグ   P/N 0020637 
 カバー   P/N 0020639 
 ラックマウントキット P/N 2045757-00

ProFX16v2 
 バッグ   P/N 2036809-10 
 カバー   P/N 2036809-12 
 ラックマウントキット P/N 2036168-00

ProFX22v2 
 バッグ   P/N 2036809-11 
 カバー   P/N 2036809-13

ProFX30v2 
 カバー   P/N 2036809-30

 
 
LOUD Technologies社は、常に新しい素材、部品、製造方

法を取り入れて製品を改善するよう努めているため、製品

の外観および仕様は予告なく変更することがあります。

「ランニングマン」、「Running Man」はLOUD Technolo-
gies社の登録商標です。他の商品名または会社名は各社の

商標または登録商標です。©2015 LOUD Technologies Inc. 
All Rights Reserved.
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ProFX8v2 & ProFX12v2 寸法

LINE 
HI-Z

[290]

[358]

[91]

重量
3.2 kg

48V

MUTE MUTE MUTE MUTE MUTE MUTE MUTE MUTE MUTE

[370]

[358]

[91]

重量
4.1 kg
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ProFX16v2 寸法

POWER

USB

REVISIONSERIAL NUMBER
AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE — NE PAS OUVRIR

[475]

[407]

[97]

重量
5.9 kg



P
ro

FX
8

v
2
 •

 P
ro

FX
12

v
2
 •

 P
ro

FX
16

v
2
 •

 P
ro

FX
2
2
v
2
 •

 P
ro

FX
30

v
2

31 ProFX8v2 • ProFX12v2 • ProFX16v2 • ProFX22v2 • ProFX30v2

ProFX22v2 D寸法

[639]

[407][97] 重量

8.2 kg
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ProFX30v2 寸法

[853]

[422][97]
重量

11.4 kg
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トラックシート – Mono チャンネル
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トラックシート– Comp & Stereo チャンネル
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トラックシート - マスターセクション
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付録 C： エフェクトプリセット一覧表
No. タイトル 詳細 使用例

01 BRIGHT ROOM トーンは明るめの、反射音が拡散するスペースで、
固く反射しやすい壁をシミュレートしています。

ボーカルをミックスで浮き立たせる明るいリ
バーブです。アコースティック楽器にかける
とライブ感が増します。

02 WARM LOUNGE 中程度の広さのルーム/ラウンジをシミュレートし
ていて、中低域を少しだけ強調した温かみのあるト
ーンです。

広がりのある「ウェット」なボーカルが求め
られる曲に最適です。明るいホーンセクショ
ンにかけると耳障りにならず広がりを持たせ
ることができます。

03 SMALL STAGE 中程度のリバーブタイムと残響を持つ小さいコンサ
ートステージをシミュレートしたプリセットです。

アップテンポのボーカルやギター、エネルギ
ッシュな曲にかけると、ライブ感のあるリバ
ーブになります。

04 WARM THEATER どっしりした音で中程度の長さのリバーブが特徴
で、劇場空間の響きをシミュレートしています。 

ボーカル、ドラム、アコースティック/エレク
トリックギター、キーボード、その他に適し
ています。

05 WARM HALL 広々として居心地が良く、ドレープやカーペットに
囲まれたコンサートホールをシミュレートしたリバ
ーブで、とても暖かみのあるサウンドです。

近接マイクで録音されたオーケストラ楽器に
かけると、コンサートホールの自然なアンビ
エンスを追加することが可能です。

06 CONCERT HALL 大きく広がりのあるサウンドや長いプリディレイ、
響き渡るトーンといった特徴を持つホールの残響を
シミュレートしたリバーブです。

ソロ、オーケストラ、コーラスに関わらず、
アコースティック楽器やボーカルに生命感を
与えます。

07 PLATE REVERB 金属プレートのビンテージリバーブマシンをエミュ
レートしたプリセットです。大量の初期反射音が特
徴で、プリディレイはありません。

スネアドラムやタイトなボーカルアレンジな
ど、パーカッシブなサウンドに深みを与える
のに最適です。

08 CATHEDRAL 石壁のかなり大きな礼拝堂のような、残響が長く拡
散の、密度が高く、また長いプリディレイと反射音
を特徴とするリバーブです。

コーラス、管楽器、オルガン、ソフトなアコ
ースティックギターに驚くほどの深みを与え
ます。

09 CHORUS ソフトで微妙なスイープエフェクトを生み出すプリ
セットで、特定のサウンドに厚みを加えてミックス
の中で際立たせるときに有用です。

エレクトリック/アコースティックのギター
やベースに最適です。特にハーモニーやコ
ーラスといったボーカルに劇的な効果を与え
ます。

10 CHORUS + REV 上記のコーラスエフェクトと大きな空間のリバーブ
エフェクトの見事なコンビネーションのプリセット
です。

コーラスエフェクトによってサウンドに厚み
を加わると同時に、スムーズなリバーブによ
って温かみと広がり感が追加されます。

11 DOUBLER ボーカルや楽器などをマルチトラックレコーダーで
2回重ね録りしたサウンドをエミュレートしたエフ
ェクトプリセットです。

微妙に音が残り続けることなく、コーラスエ
フェクトに似たビブラートが得られます。

12 Echo テープエコーのようなウォームなビンテージ感を演
出します。原音のすぐ後に一度だけ繰り返すディレ
イ音生成します。Doublerほどディレイは速くありま
せん。

スラップバックエコーとも呼ばれます。ボリュ
ームを上げなくてもボーカルとギターをミック
スの中で際立たせることができます。

13
14
15

DELAY 1 (Fast) 
DELAY 2 (Med) 
DELAY 3 (Slow)

ディレイのプリセット3種類です。デフォルトのデ
ィレイタイムはそれぞれmsecで表示されています。
数字が小さいほどディレイが速くなります。

密度が高くアップビートのロックなどで、ミ
ックスに切り込みたいときにかけるディレイ
です。

16 Pan Delay ディレイ音が左右から交互に出力されるます。全体の
減衰時間はDLT1-3より短めです。

ミックスにステレオ感をだすことができます。




